

































































































































































































































































































































































































































































高橋康也，「語る/編る/カタルシスー 『ハムレット』へのノー ト｣，『シェイクスピアリアー ナ』Vol.8(東
京：丸善,1989),pp.4-27．高橋教授のこの優れた論文からは，教えられることが多かった。
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